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「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
は
、
「
源
氏
物
語
」
宇
治
十
帖
の

舞
台
と
な
っ
た
宇
治
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と

し
て
、
平
成
二
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
。
今
年
も
い
よ
い
よ
そ

の
作
品
募
集
の
時
期
が
近
付
い
て
き
ま
し
た
。

　
同
時
に
創
設
さ
れ
た
「
紫
式
部
文
学
賞
」
が
全
国
の
女
性
作

家
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
市
民
文
化
賞
は
男
女
を
問

わ
ず
市
民
全
般
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
応
募
期
間
は
四
月
一

日
翻
か
ら
五
月
三
十
一
日
㈹
ま
で
。

　
普
段
か
ら
作
品
を
書
き
た
め
て
い
る
人
も
、
こ
れ
を
機
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
も
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
「
紫
式
部
市
民
文
化
戸
は
、

宇
治
の
地
域
文
化
を
、
市
民
自

ら
の
手
で
作
ぴ
上
げ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
。
市
民
に
よ

る
文
学
作
品
や
研
究
作
品
を
対

象
と
し
て
お
り
、
市
内
に
住
ん

で
い
る
か
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人
な
ら
、
男
女
を
問
わ
ず
応

募
で
き
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
の

別
も
問
い
ま
せ
ん
。

　
受
賞
作
品
は
、
本
紙
で
概
略

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
蓮
沼

徳
次
郎
さ
ん
（
神
明
宮
東
）
の

研
究
作
品
「
人
麻
呂
渡
し
Ｉ
律

令
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
、

を
紹
介
す
る
ほ
か
、
市
内
の
図
　
市
嶋
絢
さ
ん
（
菟
道
車
田
）
の

書
館
や
公
民
館
な
ど
で
公
開
し
　
紀
行
文
「
旅
ゆ
け
バ
匹
。
し
」
が

ま
す
。

　
第
四
回
の
候
補
作
品
の
募
集

期
間
は
、
四
月
一
日
圖
か
ら
五

募
集
要
項

【
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
】

　
小
説
・
戯
曲
・
評
論
・
随
筆

・
紀
行
・
童
話
・
詩
歌
句
な
ど

の
文
学
作
品
か
、
文
学
・
歴
史

・
民
俗
な
ど
の
研
究
作
品
（
詩

歌
句
は
2
0
編
程
度
必
要
）
。

　
【
作
品
の
要
件
】
　
新
作
か
、
平
成
５
年
４
月
１

日
１
６
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
刊

行
さ
れ
た
も
心
。
日
本
語
の
作

品
に
限
る
。

　
【
作
品
の
規
格
】

　
①
原
稿
作
品
、
雑
誌
（
綴
じ

る
か
製
本
さ
れ
た
も
已
か
、
単

行
本
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
。

　
②
原
稿
作
品
は
、
４
０
０
字

詰
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
・
縦
書
き
）

に
限
る
（
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
も
可
）
。

　
【
応
募
資
格
】

　
①
応
募
の
時
点
で
市
内
に
在

住
か
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

ま
た
は
、
市
内
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
。

　
②
性
別
、
自
薦
・
他
薦
の
別

は
問
わ
な
い
。

　
③
応
募
は
１
人
（
Ｉ
グ
ル
ー

プ
）
１
点
に
限
る
。

　
【
応
募
方
法
一

　
①
原
稿
作
品
は
、
題
名
・
氏

名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本

ＣＺここZコ

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

第
三
回
の
受
賞
作
に
決
定
。
十

一
月
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
受
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

名
も
）
　
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
性
別
・
勤
務
（
通

学
）
先
を
誉
い
た
表
紙
を
付
け
、

ひ
も
で
綴
じ
る
こ
と
。
原
稿
に

は
通
し
番
号
を
打
つ
こ
と
。

　
②
雑
誌
・
単
行
本
に
は
、
別
紙

に
①
心
項
目
を
書
き
添
え
る
こ

と
。
雑
誌
な
ど
は
応
募
作
品
の

選考委員

(50盲順、敬称≪5)

第３回紫式部市民文化賞の受賞作品

薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
す
る
こ
と
。

山路

興
造

宮城

宏

ホ
川

喜
夫

坪
内

稔
典

鈴木

貞
美

塩見

啓
子

木股

知
史

氏

名

京
都
市
歴
史
資
料
館
館
長

甲
南
女
子
大
学
学
長

神
一
戸
女
子
大
学
瀬
戸
短
期
大
学
教
授

京
都
教
･育

大
学
教
授

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ンタ

　｜
助
教
授

歌

人

甲
南
大
学
助
教授

専
門

職
業
な
ど

宇
治
市
文
化
観
光
課
文
化
係

　
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
　
ｓ
2
2
・
3
1
4
1
内
線
2
2
2
3

：|り　　　　史大大大窯　助専　　　－　　－－　一度め皆が　ん
：線係　　資学学学化　敦門　　左選正受賞当４募を　｀さ受⑥゜⑤
Ｅ　　　　　　料学瀬教研　授．　　表考賞賞品日月集実冊ん賞市　応

：　２　　　　　舘長戸授究　　　職　　の委と作・消１期費子にし販　募
Ｅ　２　　　　　舘　短　　セ　　　　業　　と員副品賞印日間でに読たさ　作

：２　　　　長　期　ン　　　な　　お‾賞は金有吻‾販しん場れ　品
：　　　　　　　　大　夕　　　ど　　り　302－効Ｓ　売てで合て　は
Ｅ　３　　　　　　　　学　　　｜　　　　　　　　゜　万点　ｔ５　し２いはい　返
：　　　　　　　　　　教　　助　　　　　　　　　円以　　　月　　ま〇た　｀な　却

Ｅ　　　　　　　　　授　教　　　　　　　　　°内　　　31　すＯだ市い　し

・日本画100人展いのち賛歌京都自然と対話する日本人の美意識

　　現代の京都日本画壇を代表する作家ら100人が、動植物の保護・自
　　然環境の大切さを、その作品によって訴えます

前期＝2
/22(火)～27(日)・後期＝３／１(火)～６(日)
　　　　文化センター展示集会室前・後期で作品は入れ替えて展示

文化センター展不集７:ｉ至　1枚の入場券で前･後期共入場できます
鰹冒罵－－冒S　一般300円／大・高・中学生200円
　　　　　　　　　　　　　※当日各100円増し・小学生以下無料

上村松篁「花の中」

問い合わせ文化センター（豊20－2111）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

309

あ
な
た
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
ご
応
募
く
だ
さ
い

　
第
４
回
紫
式
部
市
民
文
化
賞

　
募
集
期
間
　
４
月
１
日
(
金
)
～
５
月
3
1
日
(
火
)



あなたの目転車

盗まれた！』とあきらめていませんか？

　
平
成
三
年
十
月
に
「
宇
治
市
自
転
車
の
駐
車
秩
序
に
関
す
る
条

例
」
が
施
行
さ
れ
、
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
は
次
第
に
姿
を
消
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
「
放
置
」
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
平
成
五
年
中
に
は
約
四
千
台
も
の
自
転
車
が
撤
去
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
所
有
者
の
手
元
に
戻
っ
た
の
は
、
約
半
数
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
置
い
た
場
所
に
自
転
車
が
な
い
場
合
、

市
が
撤
去
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
盗
ま
れ
た
」
と
す
ぐ

あ
き
ら
め
な
い
で
、
一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

引
き
取
ら
れ
る
の
は
約
半
数

　
撤
去
台
数
の
半
数
が

　
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺

　
平
成
五
年
中
に
市
が
撤
去
し

た
自
転
車
は
、
四
千
六
十
九
台

で
し
た
。
こ
れ
を
放
置
禁
止
区

域
別
で
見
る
と
、
近
鉄
大
久
保

駅
周
辺
が
千
八
百
六
十
八
台

（
四
六
％
）
、
近
鉄
小
倉
駅
周
辺

が
千
五
台
（
二
五
％
）
、
Ｊ
Ｒ
六

　
返
還
は
市
内
２
つ

　
の
保
管
場
所
で

　
自
分
が
置
い
た
場
所
に
自
転

車
が
な
い
場
合
、
「
盗
ま
れ
た
」

と
簡
単
に
あ
き
ら
め
て
い
ま
せ

地
蔵
駅
周
辺
が
四
百
八
台
（
一

〇
％
）
と
い
ラ
状
況
で
、
こ
れ

ら
三
駅
で
全
体
の
八
割
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
撤
去
し
た
自
転
車
の

う
ち
、
所
有
者
に
引
き
取
ら

れ
た
の
は
二
千
三
十
八
台
で
、

返
還
率
は
五
〇
％
。
二
台
に
一

台
し
か
手
元
に
戻
っ
て
い
ま
せ

ん
。

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
は
、
市

で
撤
去
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
撤
去
し
た
自
転
車
は
、
東
西

二
個
所
の
撤
去
自
転
車
の
保
管

場
所
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
定
め
良
れ
た
曜
日
・
時

間
内
に
保
管
場
所
で
確
認
し
、

撤去自転車の返還要領

引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
（
左
の

「
撤
去
自
転
車
の
返
還
要
領
」
を

参
照
）
。

　
ま
た
、
撤
去
さ
れ
た
自
転
車

の
う
ち
、
住
所
・
氏
名
が
分
か
る

も
の
は
、
は
が
き
や
電
話
で
所

有
者
な
ど
に
引
き
取
り
の
連
絡

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
そ

れ
ら
の
自
転
車
の
約
八
割
は
所

有
者
の
手
元
に
戻
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
に
は
必
ず
住
所
・
氏
名

を
書
き
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し

　
こ
の
た
び
、
「
自
転
車
の

安
全
利
用
の
促
進
お
よ
び
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
　
（
自
転
車
法
）
が

氏は　　　¬のなら録だれ改

名　｀防
火義責どはがっま正

｀所　ま務務の　゛たでさ
電有犯すやと利自今防‾･れ
話者登・ほし用転春犯任｀
番の録　“て者車か登農こ

号
、
車
体
番
号

な
ど
を
登
録

し
、
自
転
車
に

登
録
番
号
の
付

い
た
シ
ー
ル
を

は
る
も
の
。
盗

難
な
ど
に
遭

い
、
乗
り
捨
て

ら
れ
た
自
転
車

の
所
有
者
を
特

定
で
き
る
ほ

か
、
放
置
自
転

車
の
所
有
者
捜

し
に
も
「
効
力
」

を
発
揮
し
ま
す
。

　
登
録
は
、
都
道
府
県
の
公

安
委
員
会
が
指
定
す
る
自
転

車
販
売
店
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

放置自転車の追放へ

防犯登録義務付け
登
録
料
は
五
百

円
。
新
た
に
購

入
す
る
際
は
、

必
ず
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在

利
用
し
て
い
る

未
登
録
の
自
転

車
を
防
犯
登

録
す
る
に
は
、

自
転
車
と
購
入

時
の
領
収
書
、

保
証
書
を
持
っ

て
、
自
転
車
販

売
店
な
ど
で
手

続
き
を
。

自転車の放置場所 返　還　場　所 Ｕ

呂

し

ｉ

］

JR六地蔵駅

J R木幡駅

J R黄聚駅

京阪黄聚駅

京阪三室戸駅

J R宇治駅

　五ケ庄保管場所

五ケ庄西川原　S32-9950

言jT

孚ヰ仁犬

J R新田駅

近鉄伊勢田駅

近鉄小倉駅西側

近鉄大久保駅

　大久保保管場所

大久保町北ﾉ山　容46-5999

づ宍じ
返還日時 月・水・土・日曜の午後２時～７時

必要なもの

①印　鑑

②身分を証明するもの(運転免許証・健康保険証など)
③移動・保管費用として、１台につき2000円

④かぎ・保証書など自転車を特定できるもの

その他
　撤去した自転車は、１ヵ月間保管します。この間に
返還請求のない自転車は、市で処分します。

都市緑化基金

事業

　　　　　　　　　　虐Ｆ　　フ
　　　　　　　　　　一一気軽にご利用を

　
財
宇
治
市
公
園
公
社
で
は
、

緑
の
多
い
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
宅
や
地
域
で
生

け
垣
づ
く
り
ゃ
植
樹
な
ど
を

す
る
際
に
、
助
成
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
ぷ
つ

な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

気
軽
に
同
公
社
事
務
局
（
S

3
3
・
4
0
0
1
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
生
け
垣
を
作
り
た
い

　
（
生
け
垣
設
置
奨
励
事
業
）

　
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

は
、
一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
五

千
円
以
内
・
総
額
五
万
円
を

限
度
に
、
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

を
生
け
垣
に
変
え
る
場
合
は
、

　
一
メ
ー
ト
ル
当
た
旦
〈
千
円

以
内
・
総
額
六
万
円
を
限
度

に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

必
ず
実
施
前
に
申
請
を
。

■
記
念
植
樹
を
し
た
い

　
　
　
　
（
記
念
植
樹
事
業
）

　
個
人
が
○
結
婚
・
結
婚
記

念
日
○
出
産
Ｏ
入
園
・
入
学

○
長
寿
の
お
祝
い
○
自
宅
の

新
築
・
増
改
築
・
購
入
を
記

念
し
て
植
樹
す
る
場
合
や
、

町
内
会
・
自
治
公
一
な
ど
の
地

域
団
体
が
活
動
の
節
目
を
記

念
し
て
植
樹
す
る
場
合
に
、

記
念
植
樹
用
の
樹
木
を
配
布

し
ま
す
。

庭
先
な
ど
を
花
で
飾
り
た
い

　
（
プ
ラ
ン
タ
ー
貸
出
事
業
）

　
町
内
会
・
自
治
会
や
商
店

街
な
ど
で
、
道
路
に
面
し
た

庭
先
な
ど
に
花
飾
り
を
す
る

場
合
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
用

土
と
花
の
苗
を
付
け
て
貸
し

出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
の

凶

310

問
い
合
わ
せ

交
通
対
策
課

生け垣づ
くりに助
成金
記念植樹
で緑を増
やす
プランタ
ーで花い
っぱい



1994年（平成６年）2月11日発行　第1016号りよだ政市治宇(3)

治市少年少女合唱団第16期生募集

　
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団

は
、
音
楽
を
通
し
て
心
豊
か

な
青
少
年
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
が
運
営
す
る
児

童
合
唱
団
で
す
。
春
か
ら
一

緒
に
活
動
す
る
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

　
▼
資
格
・
・
・
６
年
４
月
に
小

学
校
４
年
生
に
な
る
市
内
在

情報

住
の
児
童
▼
募
集
人
数
・
・
・
3
0

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
２
月
2
1

日
囲
か
ら
３
月
４
日
図
ま
で

に
文
化
観
光
課
（
内
線
2
2

2
3
）
へ
印
鑑
持
参
で
。

BO

X

ｌ
ｊ
ｉ
ｙ

Ｊ

Ｓ
ｆ
ｉ
’
７
ち
Ｉ
一
一

｀ t 4

- -

国
民
年
金
保
険
料

便
利
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
仕
事
の
都

合
な
ど
で
そ
の
都
度
納
め
る
の

が
面
倒
な
人
は
、
手
を
わ
ず
ら

わ
せ
る
こ
と
が
な
く
、
納
め
忘

れ
の
な
い
「
預
金
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。

□
座
振
替
の
種
類

　
口
座
振
替
に
は
、
毎
月
納
付

と
前
納
が
あ
り
ま
す
。

○
毎
月
納
付
…
そ
の
月
の
2
0
日

　
ま
で
に
申
し
込
み
手
続
き
を

　
す
る
と
、
翌
月
か
揖
耳
2
7

　
日
に
引
き
落
と
さ
れ
る
と
い

　
シ
も
の
（
６
年
度
の
納
付
年

　
額
は
、
定
額
が
1
3
万
３
２
０

　
０
円
、
定
額
十
付
加
が
1
3
万

　
8
0
0
0
円
）
。

○
前
納
こ
・
そ
の
年
の
３
月
2
0
日

　
ま
で
に
申
し
込
み
手
続
き
を

　
す
る
と
、
４
月
2
7
日
に
一
年

　
分
ま
と
め
て
引
き
落
と
さ
れ

　
る
と
い
シ
も
の
（
６
年
度
の

　
前
納
年
額
は
、
定
額
が
1
2
万

　
9
9
9
0
円
、
定
額
十
付
加

　
が
1
3
万
4
6
7
0
円
で
、
毎

　
月
納
付
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
年

　
問
３
り
｀
１
０
円
c
o
c
o
c
o
o

　
円
割
安
）
。
な
お
、
年
度
途

　
中
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、

　
そ
の
年
度
は
毎
月
納
付
で
、

　
翌
年
度
か
晨
隼
４
月
’
八
一
日

　
に
一
括
引
き
落
と
し
さ
れ
ま

　
す
。

申
し
込
み
手
続
き

　
預
金
通
帳
と
印
鑑
、
納
付
書

か
国
民
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、

そ
の
ロ
座
の
あ
る
金
融
機
関
の

窓
口
で
。

問
い
合
わ
せ

　
国
民
年
金
課
（
内
線
2
3
1

0
）
へ
。

■第６回不登校問題保護者学習会

　【〉22日(火)午後3時～４時半、産

業会館[〉講師…長岡病院医師・石

沢卓夫さん[Ｍ青少年課(S22－

5162)。

スポーツ

・トレーニング機器実技購習会

　E〉19日山、午後i時～と３時半

～の２回。黄槃体育館【〉対象…15

歳以上の人(中学生は不可)。各

先着30人[〉1000円SIl3日(日吽前

９時から同館へ直接。顔写真(3

P'×2.5r)1枚が必要匯同館

(S33－4001)。

お知らせ

　
中
央
公
民
館
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
は
、
約
六
百
本
の
ビ

デ
オ
ソ
フ
ト
を
所
蔵
し
、
貸
し

出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
借
り
た
い
人
は
住
所
や
名
前

が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
詳
し
ぐ
は
中
央
公

民
館
（
a
2
0
・
1
4
1
1
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
主
な
貸
し
出
し
ビ
デ
オ
ソ
フ
ト

　
〈
ジ
ャ
ン
ル
別
〉

　
○
健
康
・
体
力
作
り

　
○
育
児
と
健
康

　
○
ス
ポ
ー
ツ
教
則

　
○
人
権
学
習

　
○
劇
映
画
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
○
消
費
生
活
問
題

　
○
青
少
年
問
題

　
○
女
性
問
題

　
○
高
齢
者
問
題

　
○
平
和
問
題

　
○
環
境
問
題

　
○
自
然
科
学

　
　
〈
シ
リ
ー
ズ
物
〉

　
○
ま
ん
が
世
界
昔
ば
な
し

　
○
ま
ん
が
偉
人
物
語

　
○
人
形
劇
三
国
志

　
Ｏ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
英
会
話
入
門

ト
○
趣
味
の
園
芸

　
○
世
界
の
鉄
道

　
○
く
ら
し
の
一
分
メ
モ

　
Ｏ
「
地
球
大
紀
行
」

　
Ｏ
「
大
黄
河
」

　
Ｏ
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

　
Ｏ
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

　
Ｏ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
名
作
百
選

「
－
－
‐
剔
訓
訓
訓
印
判
白

　　消費生活

相談室から

新
聞
の
購
読
勧
誘

に
違
約
料
？

Ｑ
　
昨
年
十
月
ご
ろ
、
「
十

月
か
ら
十
二
月
ま
で
無
料
で

配
達
す
る
か
ら
新
年
か
ら

　
一
年
間
購
読
し
て
ほ
し
い
」

一
と
某
新
聞
の
購
読
勧
誘
を
受

　
け
ま
し
た
。
変
え
る
意
思
が

さ
せ
β
れ
ま
し
た
。
し
か
し

新
聞
は
昨
年
中
は
配
達
さ
れ

ず
、
新
年
か
ら
配
達
さ
れ
ま

し
た
。
解
約
を
申
し
入
れ
た

と
こ
ろ
、
違
約
料
を
請
求
さ

れ
ま
し
た
。
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
よ
ラ
か
？

Ａ
　
今
年
に
入
っ
て
、
こ
の

手
の
新
聞
勧
誘
に
つ
い
て
の

苦
情
が
数
件
あ
り
ま
し
た
。

　
新
聞
の
訪
問
販
売
は
平
成

三
年
七
月
か
ら
「
訪
問
販
売

等
に
関
す
る
法
律
」
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
全
定

の
冷
却
期
間
内
な
ら
違
約
金

な
し
に
契
約
解
除
で
き
る
と

し
た
制
度
）
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
う
そ
を
つ
い

と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
し
、
賞
品
を
付
け
て
契

約
を
迫
る
こ
と
も
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
売
り

込
み
の
方
法
に
問
題
が
あ
っ

た
と
し
、
違
約
料
を
支
払
う

必
要
は
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。

　
新
聞
購
読
の
訪
問
勧
誘
を

受
け
た
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
販
売
店
名
や
新
聞
名
を
確

　
か
め
る

②
い
ら
な
い
時
は
、
は
っ
き

　
り
断
る

③
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
読

　
み
、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ

　
の
記
載
が
あ
る
か
確
か
め

｜｜｜｜｜｜・ドド・・・．｜

用
。
に
に
た
曙
に
ぼ
に
じ
に
に
じ
－
Ｌ

　2月1日、市営茶室「対鳳庵」が開席。事

前申し込みで招待された市民170人が、蓋蔡

薄茶などを楽しみました。対鳳庵は12月20日

まで無休で営業。１席生菓子付き500円。

311

第21回

歴
史
サ
ロ
ン

宇
治
の
遺
跡
と
地
形

とき２月18日廊

　　　午後２時～o時半

ところ中央公民館無料

　歴史資料館S20－1311

募集

■駐輪場管理人

　今春開設を予定している京阪木

幡駅前の、市営駐輪場管理人と駅

周辺の自転車放置防止指導員を募

集します。圃宇治高齢者事業団

(2523－2899)。

福祉

・一人暮らし老人料理教室

　菜の花めし、さわらの照り焼き

などを作ります。E〉25日金午前10

時～午後1時､総合福祉会館[〉100

円固社会福祉協議会(022－56

50)。

■デイ・サービス

　　〈視覚障害者の健康数字|〉[〉17

日㈹午前10時～午後１時、総合福

祉会館E〉200円[〉内容…健康につ

いての話とリンゴケーキ作り、簡

単な体操両ﾈ4ﾃﾞ会福祉協議会(S

22-5650)。先着15人、　くボウリ

ング教室〉【〉26日出午後１時、

松園ボウル(小倉町)集合[〉対象

…市内在住で体に障害のある人と

その家族。先着o人【〉500円(２

ゲーム、靴券込み)[函社会福祉

協議会(S22－5650)。

講座

■肢体障害者教室『健康講座』

　～元気に老後を過ごそう

　【〉20日(日汗前10時一正午、総合

福祉会館【〉対象…市内在住で肢体

障害がある人と介護者。先着30人

(介護者含む)[画社会教育課(内

線2516)。16日出まで。－

一緒に歌おう

！

　中央公民館ビデオライブラリー

ビデオソフト貸し出します

■市民混声合唱団記念演奏会

　[〉13日(日)午後2時開演、文化セ

ンター大ホールl〉前売り1500円、

当日1800円E〉曲目…聖チェチーリ

ア荘厳ミサほかE〉指才軍…伊口欠彩

さん[圃長束さん(S24－160O)。

中央図書館児童書テーマ展示ーあそびー　　　

　「あ一そぽあそぽ　なにしてあそぽ」と題し、昔ながらの遊びから

科学遊びまで、いろいろなあそびに関する本が大集合します。

2/12(土)～3/30伽中央図書館S20-1511月曜･祝日休館

カメラで
おじゃま



『糖尿病』
40歳以上の

10人に１人が…

糖
尿
病
は

血
糖
が
慢
性
的
に
高
い

病
気
で
す

で性　し糖入あ切そに　がけ

的糖て＿つりなのは私ど糖

　゜に尿体血たまもエエたん尿

　高病中液糖すのネネちな病

　いはに中質　゜のルルが病は

　ー｀送のは食ひギギ生気よ

　高こ　ブ｀物と１　１きなく

　血の

穴

ド分とつ源がての耳

　糖血まウ解しにと必ヽいでに

　一糖す糖さて糖し要くすし

　病が゜－れ体質てでたかま

　気慢　と血にが大｀め？す

な
ぜ
、
高
血
糖
に
な
る
ん
で

す
か
？

　
血
糖
が
体
の
様
々
な
細
胞
に

取
り
込
ま
れ
る
時
に
は
、
イ
ン

ス
リ
ン
と
い
う
、
す
い
臓
か
ら

出
る
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
必
要

で
す
。

　
こ
の
イ
ン
ス
リ
ン
の
出
方
が

十
分
で
な
か
っ
た
り
、
働
き
が

悪
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
体
中

の
細
胞
に
取
り
込
ま
れ
る
血
糖

が
少
な
く
な
り
、
血
液
中
の
糖

が
高
い
い
わ
ゆ
る
高
血
糖
の
状

態
に
な
り
ま
す
。

－
な
ぜ
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き

が
悪
く
な
る
の
で
す
か
？

　
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
、
肥

満
、
遺
伝
的
な
要
素
な
ど
が
原

因
で
す
。

リ食響く伝　３　　2 1 れ大

ンベはなに１そ病イイまき
の過多るよはの　ンンすく
働ぎ少もりウ他　スス　゜三
きな考のイイの　リリ　つ

がどえ　゜ンルタ　　ンン　の悪にk 2 ススイ　非依　種
くよ　はりのプ　依存　類
なりる遺ン影　　存型　に

つイも伝が響　　型糖
たツのの出や　　糖尿　

叉

もスの影な遺　　尿病

で他の
すの゜
　゜内３
　　は　討

　疾い

　患臓　にヵ^
　よん
　るや

　もそ
　のの

たセ尿リ　でンい｜

　｀ン病ンそし非うと食ト全非うよ依とい

べを体依でう存　｀う
過占の存　か型主こ
ぎめ九型

乙？糖にと

やて○糖゜尿２は運いＳ尿２　病の｀
動ま九病の　をイ成

不す五はイ　指.ン人
足　゜パ　｀ン　すス病
　｀まい

312

こんな人は要注意//

　●家系に糖尿病患者がいる

　●太っている

　●糖分や脂肪分を好んで食べる

　●車が足代わりになっている

　●アルコールをよく飲む

　●ストレスが多い

　●なんとなく疲れやすい

　40歳を過ぎたら

　　　年に１回は血糖検査を／

食
べ
過
ぎ
、

運
動
不
足
、
肥
満
が

大
き
な
原
因
に

｜り下スか中

糖上糖V &高
尿げ尿ン　｀年
病ま病非今者
はすと依回に
ど　゜記存は多
の　す型こい
よ　一糖のと
う　だ尿２い
な　け病のう
症　をーイこ
状　取以ンと

四回ご貼付≒9E

がなす途尿併っ　な化咄iる詣特回ド　四器

　に十治放つ本　石すすか
　b回ご崔ぞ含芭　ぎ丿パ

　isr又:が-G 1/^　喪質素

恐
ろ
し
い
合
併
症
は

血
管
を
侵
し
、

様
々
な
障
害
が

難縦組饗回心尚

尚耶回難難答囲

|口≒遠　鯵jSyぞ　欠え≒芸鷺冷詣雇げ?

薬運洽　<r> I要
と動療も心すで
よ　｀にも掛るす

く３は　けと　゜
言・　ｙ

わ4 1 で必療
れがにす要に
まな食　゜なも
すく事糖のそ
゜て　｀尿での

　5 2病は二
　ににの？つ

相に圧　せなててく

談関を成ん　ちほな．にすmi人かダよしい最
乗る定健゜いっいの近

つこす康　うと｀-で　｀
てとる相　こ相．｀体

いなほ談　と談健血の
ま　かで　はし康圧調
す島　｀は　あたにを子

゜てE健　｀　　りいつmiﾌりJ
まも康血　ま“いつ良

【正しい食生活を】

○　　　　○。ひ併トた
スIIセ東尿相応せレ｀
ト城ン宇検談越てツ減
レ南タ治査日し行チ塩
ッ荘１コヨ程くっ体食

チ集｀ミ2 ゛だて操の
体会2ユ月　さい・試
操所月ニ18　いま尿食

E　　25テ日　　゜す検会３　　日　イ廊　　　゜査・
月　幽I II　　　ぜもス

②腹7～8分目にし､偏食

は避けること。

匹

①規則正しくとること。

い当尿と
のた病い基四回紆

雖難

手心

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

と
毎
日
3
0
分
程
度
の

運
動
を

　くに守　どｌ
そ認糖･り　ん食
し識の　｀事な事
てす処自　｀こ療

　｀る理分医と法医こ能の師でで

師と力体のす注かがにの指か意

　肝つ状示？すJ14心い態を　る

示でて｀よ･　事
さ哭よ特く　は

け　けのりれ
で運運るバ　｀た
な動動よラ箆摂
くは療うン型取
　｀肥法にス　　エ
イ満としの只ネ
ンをいて取し’ル
ス解うくれ時ギ
リ消のだた男I
ンすはさ食べ量
のる？い事栄を
働だ　　゜を養守

匹詰
③塩分を控かえ､味は薄味にすること。

　射を　いっｌ必る重　歩もい人いまき鬘を飲はうて食要こいし行でつれ運す

け受んいこも事でと人かがきでる動゜袁

るけだ゜とだ療すがなし艮るもぷを一発こるり血でめ法　゜あど運いとどつ毎日に

とな｀糖すな｀　るで動でいこに日三す
にどイ値から運　のは療しうでしの十る
なのンを？や動　で逆法よ点もて生分作
り薬ス下　は療　　｀効　うで　｀く活程用
ま物リげ　り法　注果急゜｀一だに度も
す治ンる　薬を　意に状　早人さ取のあ
゜療注薬　と行　がなの　足でいり軽り

3
渥簡拿霊禁?^早命≪宸ﾌ忙公誤

3　４
２康い　゛版に年前間終塩幡民｀月日

‾一医合曾gつ4 9゛了食公館3 11 幽
へ療わじ市い月時　し試民｀月日‖
゜課せに民て以半　ま食fii 3 18廊小
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